豊島区立駒込中学校       
時が止まった「人形館」で
  　　　　　　　　　　　　　　　　  作　駒込中演劇部・渡辺 茂
【キャスト】

人形Ａ（柴崎）


助手１（田内文子）

　　Ｂ（堀内）


　　２（高田輝子）

　　Ｃ（大塚）


時計屋１（倉持律子）

　　Ｄ（高島）


　　　２（宮島絵美）

　　Ｅ（郷田）


旅人（竹田容子）

　　Ｆ（平井）

　　Ｇ（富沢）


母（清田）　

　　Ｈ（和田）


妹

　　Ｉ（青山）

　　Ｊ（春野香織）

　　　プロローグ
　ベース音で、ホリゾントライトがつくと、骨組みだけの大道具と人物がシルエットで浮かび上がる。
　ベース音で人々がそれぞれの動きで出て来る。
　野原香織を中心としたある隊形となり、音で、ポーズを変える。
  （音）
全　　　　野原香織は、時が止まったと感じた。
  （音）
全　　　　劇の稽古が始まって間もない頃だ。
  （音）
全　　　　その劇は『人形館』。（この時、人形館の人形のポーズ）
  （音）
全　　　　家出をした春野香という少女は、町外れにある人形劇の小屋
に立ち寄る。
  （音）
全　　　　真夜中に動き出した人形たちにもてなされ、おだてられ、
  （音）
全　　　　人間どもは腐ってる！と、
  （音）
全　　　　裁判が始まる。
  （音）
全　　　　裁判はいつしか、春野香織を裁くものとなり、
  （音）
全　　　　春野香織は、追いつめられ、自ら人形になってしまう。
  （音）
全　　　　野原香織は、その春野香役。
  （音）
全　　　　春野香織の時が止まった時、
僕らは、僕らの『人形館』探しの旅を始めた。
  音楽。
全　　　　♪その時　僕らは　旅に出た
　　　　　　もちろん僕らの物語を探す旅へと
  その止まったしまった時を　僕らで動かすために
  その物語を探す旅にでた
  時を止めてしまった　物語の向こうへ
  僕らの思いの中の　物語を探しに
　歌の後奏の中、人形台にはパネルが張られ、人形館の門が上手下手から運ばれて来る。下手客席通路に時計屋１と助手１、上手客席通路に時計屋２と助手２が現れる。
　旅人、現れ、門を調べる。
助手２　　時計直しのご用はございませんか～！
助手１　　時計直しのご用はございませんか～！
助手２　　どんな時計もすぐに修理いたしま～す！
助手１　　止まってる時計のご用はございませんか～！
時計屋２　無駄ですよ。            おおもとを直さないと直りませんよ。
時計屋１　この辺の時計は全て止まってるはずです。おおもとを直さな
いと直りませんよ。
助手２　　どういうことです？
助手１　　どういうことです？
時計屋２　あれです！（と、人形館の門を指さす）
時計屋１　あの辺に大きな門のある建物が見えませんか？
助手２　　えっ？
助手１　　はい、見えます。
時計屋２　あれを何とかしないと何をやっても無駄なんです。
助手２　　えっ？どういうことです？あっ、まってくださ～い！
時計屋１　そこが、目的地です。さぁ、行きましょう。
助手１　　はい。
時計屋２は、舞台に上がってくる時計屋１を発見し。
時計屋２　あー！チック！おーい、チック！（と、下手に駆け寄る）
時計屋１　あー、タックですね。
時計屋１２　久しぶりですねー。（手を取り合って喜ぶ）
助手２　　あー！カッチ！おーい、カッチ！
助手１　　あー！コッチ！
助手１２　久しぶりだねー。（手を取り合って喜ぶ）
時計屋２　チックもここだと思っただろう？
時計屋１　もちろんさ、タックもそう思ったんだろ。
旅人　　　やはりここでしょ！
時計屋たち全　えっ？！（えー？！）（ぎゃー！）誰？（何？）（何だ？！）
旅人　　　えっ？ちょっと待って！それ以上驚かないで、この人形館を訪ねてきた旅人ですから・・。
時計屋２　と、いうことは・・
旅人　　　はい。そうです！この辺りの時を止めてるおおもとに心当たりがあるんです・・
時計屋１２　やっぱり！
旅人　　　はい。でも時が止まっているせいかこの扉が開かなくて・・
時計屋１２　それなら、まかせてください。
旅人　　　えっ？
時計屋１２　機械仕掛けのものならまかせてください。
助手１２　はいー！
　時計屋１２と助手１２扉をいじる。すると、ガピンガチッガピン、グ
ワーと門が開く。時計屋と助手、門を開いて、上手下手に持っていく。
旅人　　　すごい。
　中は、暗く、台の上に人形たちが並んでいる。その上には、夢里人形館という文字。
　時計屋たち５人は、ペンライトで照らしたりで、人形たちを見る。
時計屋１　（人形Ｊの方を指し）負のエネルギーは、ここからです。
他全　　　えっ？（ペンライトが人形Ｊに集中する）
時計屋２・旅人　・・・春野香。
助手１２　えっ？春野香？
助手２　　その人形の名前ですか？
時計屋２　そうです。
助手２　　人形に名前なんか付いてるんですか？
助手１　　普通の少女のような名前ですね。
時計屋１　他の人形は知りませんが、この人形は、春野香なのです。
旅人・時計屋２　はい。
旅人　　　今、ちょうど午前０時を回ったところですが、何も変化がありませんね。午前０時の鐘で人形たちは動き出すと聞いていたんですが・・
時計屋１　はい。この場所は、時を止めてる負の、すなわちマイナスのエネルギーがいっぱいです。だから・・いや、とにかくこの人形たちを動かしてみましょう。
時計屋２　うん。そうしよう。
助手２　　えっ？！人形が動くんですか？！あー！機械仕掛けなんだ。
助手１　　じゃ、動かせますね。
時計屋１　いや、自分の意志で動くようにするんです。
助手１２　えー？！
助手２　　どうやってです？
時計屋２　向こうにいろんな機械がありましたね。
時計屋１　行きましょう。
助手１　　はい。
助手２　　それをいじるんですか？
時計屋２　そうです。
  と、時計屋１２と助手１２は下手に入る。
  旅人は上手で待つ。
旅人　　　果たして動くのかな？
  時計の時刻を告げる音。人形たち動き出す。
時計屋たち５人　あっ、動いた。（「すごい！」「何？これ」など）
  人形たち、ある程度まで動いたら、音がレロレロになり、人形たち止まる。
時計屋たち５人　止まった。
旅人　　　やはりだめでしたか。
時計屋１　あなたはだめだろうと思ってたんですね。
旅人　　　はい。
時計屋２　どうしてです？
旅人　　　今の鐘の音で始まる、彼らが踊り、それで目覚めてた曲ではもうだめだろうと思っていました。
時計屋２　時を止めてしまったエネルギー負けると・・。
旅人　　　はい。
時計屋１　確かに、それは薄々感じてました。でも、一旦動き出してしまえばと、思っていたんですが・・。
旅人　　　私に試させてください。
助手２　　えっ？どうするんです？
旅人　　　この曲をかけてもらえますか？（と。一枚のＣＤを助手１に渡す）
助手１　　はい。
旅人　　　私が途中まで操ります。そこの糸をお願いします。
助手２　　えっ？
旅人　　　そこの操り糸を私は取り付けたいのです。
助手２　　あー、はい。
  パントマイムで糸を付ける。
旅人　　　じゃ、試してみます。ちょっと私の糸をしぱってください。
助手２　　はい。いきます。イチニー、サンシー、あー、いいですねー。じゃ、いいですね。
旅人　　　はい。
　助手２が旅人に付けた糸を引っ張り上げると旅人と人形たちの手が上がる。離すと落ちる。助手２が去ると音楽がかかる。旅人と人形たち、歌い踊る。
旅人・人形全　♪糸を切れ　糸を切れ
  幕を上げろ　幕を上げろ
  僕らの時間だ
  時計よ止まれ　明日よ来るな
  僕らのこの手　この足　自由に動け
人形Ａ　　みんな！元気か！
人形たち　オー！
人形Ｂ　　俺らの時間がやってきた！めいっぱい騒ごうじゃないか！
人形たち　オー！
人形Ｉ　　（Ｂにつっかかって）やいやいてめぇ！なんで出しゃばんだよ！それは今日、俺っちがやろうって思ってたんだぜ！
人形Ｂ　　なに？！一番弟分のくせになにいってんだい！ピッチの次は俺なの！
人形Ｉ　　違うだろう！一番妹分はジェーンだろうが！
人形Ｅ　　うるさいわねーもう！せっかくお化粧直してるのに静かにしてよ！
人形Ｉ　　なにを！てめえなんか化粧してもどうにかなるツラかよ！
人形Ｂ　　そうそう！
人形Ｅ　　よくも言ったわね！
人形Ｃ　　ま、待ってくださいよ！せっかくの楽しい時間が台無しだよ！
人形Ｇ　　ボ、ボクもそう思うな。
人形Ｄ　　そうですそうです！こういうことではイメージがくずれますよ！第一ですね、昼間子どもたち前で演技するそれはいいとしましょう。その性格が現時点において余韻を残してるとすれば、これはすなわち！深層心理に演技する役の性格が多くの影響を与えているという現実の現れであり、それはつまり！・・・
人形Ｂ　　うるせんだよチョップ！
人形Ｉ　　あー！また出しゃばる！
人形Ｅ　　ホント、うるさいわねー！
人形Ｆ　　こまるなーこうなっちゃうと。
人形Ｈ　　ホントネ！
この後の台詞はそれぞれが言い合う感じで入れ混じって聞こえる。
人形Ｇ　　ボッ、ボクはですね。と、とにかくここは、一回、し、静かにしたほうがいいと・・
人形Ｉ　　てめぇがひっこめばいいんだ！
人形Ｂ　　なにを！おまえがいつもつっかかってくるんだろう！
人形Ｅ　　とにかくお化粧くらいさせてよ！美容に悪いわ、こううるさいと！
人形Ｄ　　この現象は以前やってた役のキンチョーが、しかし、ハッチやジャックが緊張してんのかね。
人形Ｆ　　なんとか・・・
人形Ｊ　　うるさ～～い！
  人形たち、「えっ！」と、台に立ち上がってるジェーンを見る。
人形Ａ　　そう！ジェーンの言う通りだ！ハッチもジャックもランもチョップもいいかげんにしろよ！
人形Ｊ　　うるさいうるさいうるさい！ピッチもうるさい！
  人形たち、再度「えっ！」と、信じられないって感じで、ジェーンを見る。
人形Ｊ　　毎晩毎晩よく同じ台詞で同じ役割で騒げるわねー。もう、あきあき。
人形たち、今度は「えっ、えー！」と驚き。驚嘆もポーズでしゃべり出す。
人形Ｂ　　なんだ？
人形Ｉ　　ジェーンが！
人形Ｅ　　どうなちゃったの！
人形Ｃ　　ホントに！
人形Ｈ　　こわれちゃったの？
人形Ｇ　　ど、ど、ど、ど、ど、
人形Ｄ　　ま、毎晩、ま、毎晩だと～！
人形Ｆ　　寝てますよ。
Ｊ以外人形　えーっ！寝てるー！
人形Ｅ　　じゃ、寝言？
人形Ｃ　　だよね。
ＢＦＧＨＩ　えー！寝言？！
Ｊ以外人形　あ～ぁ。
人形Ｄ　　でも違う。
ＢＣＥＦＧＨＩ　えっ？
人形Ａ　　そう、何かが違う。
ＢＣＥＦＧＨＩ　えっ？
人形Ａ　　いつもと違う。
ＢＣＥＦＧＨＩ　えっ？何が？
人形Ｄ　　違うでしょう！第一、ジェーンがうるさい！と言った！それもピッチに向かってだ！
ＢＣＥＦＧＨＩ　確かに。
人形Ｄ　　第二に！毎晩毎晩と、言った。
ＢＣＥＦＧＨＩ　うん。それも言った。
人形Ｄ　　これはすなわち！昨日やその前の記憶があるってことです！
ＢＣＥＦＧＨＩ　えっ？何それ？
人形Ｄ　　現に、僕自身、昨日の、いや、その前の記憶だってうっすら残ってる感じだ。
人形Ａ　　確かに。
ＢＣＥＦＧＨＩ　えっ？「ホント？」「あるよ」「あるわ」など
人形Ｅ　　確かにあるわ。・・でもこれ、昨日の記憶かしら。
人形Ｃ　　えっ？どういうこと？
人形Ｅ　　見て分かんない？みんなほこりだらけよ。
ＡＢＣＤＦＧＨＩ　えっ？！え、え～！「何これ？」「何だこれ？」な　　　　　ど
  からだをはたく。
人形Ｇ　　こ、こんなにほこりだらけになるには、ど、どれくらいかかるのかな？
人形Ｃ　　だいぶかかるよねこれは。
他の人形　「そうだね」「だいぶかかるね」「うん、そう思う」など
人形Ｆ　　と、いうことは、ぼくたちがずっと動かなかったってこと？
人形Ｈ　　そうなるよね。
人形Ａ　　そうです。
他の人形　「えー、ホントに？！」「そうだよね」など
人形Ｇ　　だ、だから、そ、それって、ど、どれくらいなの？
旅人　　　約４年です。
Ｊ以外人形　えっ？！（人形Ｄ「４年？」）
  と、姿を現した旅人を見て、人形たち「えー！」「きゃー！」バッとかたまり、構えるが、人形Ｄだけ驚いたまま固まっている。
Ｊ以外人形　「だれ？！」「なに？！」「誰だよ！」
旅人　　　この人形館の止まった時間を動かしに来た振り付け師と、
時計屋１２　時計屋です。
助手１２　その助手で～す。
人形Ｂ　　止まった時間を動かしに来た？！
人形Ｉ　　なんだーそれ！
人形ＦＨ　ですよねー！
人形Ｄ　　４年も！４年も時間が止まっていたんだって！
旅人・時計屋１２　はい。
時計屋１　私たちが、
時計屋２・助手１２　はいー！
時計屋たち　あの門の扉を開け！この方があなた方を起こしたのでーす！
Ｊ以外人形　起こした？
旅人　　　起こしたと言うより、変化、というエネルギーを与えたのです。
Ｊ以外人形　変化、というエネルギー？何それ？！（何だそれ？）
人形Ｂ　　そのエネルギーによって俺たちが起きたっていうのか？！
旅人・時計屋たち　はい。
人形Ｄ　　と、いうことは、僕らが動けるエネルギーがなくなっていた、と？
旅人・時計屋１２　はい。
人形Ａ　　だから、４年間も時間が止まっていた、と？
旅人・時計屋１２　はい。
人形Ｇ　　な、何か原因が、あ、あ、あ、
時計屋１　その原因は、
旅人・時計屋１２　春野香です！
Ｊ以外人形　春野香？！
人形Ａ　　えっ？ジェーンか。
Ｊ以外人形　えっ？！ジェーン？！
旅人・時計屋１２　はい。ジェーンです。
Ｊ以外人形　ジェーンが・・
人形Ｊ　　えっ？何なのジェーンジェーンってうるさいなー！
Ｊ以外人形　えっ？お、起きた！
人形Ｊ　　何よ。起きてるわよ。なんか変。何かあったの？
人形Ｇ　　ジェ、ジェーン、あ、あの人たちが・・
と、旅人時計屋たちを指さす。他の人形も「そうそう」という感じで指さす。
人形Ｊ　　えっ？
と、立ち上がって見て、「えっ、えー！」と驚いて、台上を逃げて、他の人形たちを騒がせ、人形たちの間に入り
人形Ｊ　　誰？
人形Ａ　　僕らを起こしに来てくれた人たちだ。
人形Ｊ　　えっ？起こしに来てくれた？あっ！思い出した！私が原因って何よ！
他の人形　えっ？
人形Ｆ　　ジェーン、起きてたの？
人形Ｊ　　寝てたけど聞こえてたの！
他の人形　あー、なるほど。
人形Ｊ　　だから、私が原因って何よ！
人形Ａ　　ジェーン、ちょっと黙って！今、その話になるところだから。（旅人に向かい）４年間も時が止まっていた原因がジェーンにあるとはどういうことです。
旅人　　　はい。春野かおり、いや、ジェーンが人形として起きることを拒否したからだと思います。（と、上手に動く）
Ｊ以外人形　（旅人と反対に動き）えっ？人形として起きることを拒否したから？
人形Ｄ　　だから、夢里の時が止まってしまった、と言うのですか？
旅人　　　そうです。
時計屋１　（上手に移動しながら）でも、ここだけではありません。
時計屋２　（上手に移動しながら）そう、ここを中心とした地域の時が止まってます。
人形たち　（下手に移動して）えーっ？ここだけじゃない？
人形Ｉ　　ほんとなのかなー？
人形Ｂ　　だよなー！
他の人形　だよねー！
助手１２　ホントですよ！
時計屋たち　私たちは時の止まった２つの町を通って来ました。
旅人　　　（台に上がる）時の止まった世界がそこまで広がっているのです！
人形Ａ　　そうだとしても、それがジェーンのせいだと何故言えるんです。
ＪＡ以外人形　そうだよなー！（そうだよねー！）
旅人　　　春野香だったジェーンが、この人形館を訪れたのが約４年前。そうじゃありませんか？
人形Ａ　　ジェーンが最後に人形になったんだから、たぶんそうでしょう。
旅人　　　時間が止まった地域をたどってきたのですが、一番長く時間が止まっていたのが、この人形館だったのです。
人形Ｄ　　それが４年。
旅人・時計屋１２　はい。
時計屋１２　それは、時が止まる現象の始まりがこの人形館だったことを意味します。
旅人　　　そして、その原因になるものを考えたら・・
人形Ｇ　　ジェ、ジェーンしか考えられないんだよね。
ＪＧ以外人形　えっ？
旅人・時計屋１２　はい。そうです。
人形Ｇ　　やっぱり。
ＪＧ以外人形　えっ？
人形Ａ　　ガム、君は、ジェーンが・・
人形Ｇ　　ま、待って、と、とにかくジェーンに、き、聞いてみようよ。
ＪＡＧ以外人形　う、うん。そうだね。
人形Ｇ　　ね。ジェ、ジェーン、き、君は人形として起きることを拒否したのかい？
人形Ｊ　　えっ？・・そう、・・確かに・・確かに、あの朝、
人形Ｊ　　あの朝・・。
他の人形　あの朝、体が動かなくなる瞬間、このまま人形になりたくないって思ってた、と、思う。
ＪＧ以外人形　えーっ？ホントに？
人形Ａ　　でも君は、その朝方、自分で人形なると言ったんだよ。
人形Ｄ　　そう！それも、人間世界なんか帰りたくない！と叫んでからね！
ＪＧ以外人形　そう、そう、そうだった！（そうだったね！）
人形Ａ　　そう！君は、人間世界という束縛から解き放たれ、自由を望んだんだ！
ＪＧ以外人形　そうだ！（そうだよ！）（そうだよね！）
人形Ｊ　　・・・・。
旅人　　　果たしてそうだろうか？
Ｊ以外人形　えっ？
人形Ｇ　　ど、どういうこと？
旅人　　　春野香は、本当にそんな自由を望んだのだろうか。
時計屋１２　そう、本当にそんな自由を望んだのだろうか。
Ｊ以外人形　えっ？！
旅人　　　どうなんですか？春野香さん。
人形Ｊ　　えっ？・・分からないわ！
人形Ａ　　私には、分かってます。
時計屋１２　私たちも分かってる！
人形Ａ　　何がです！
人形Ｄ　　そう、何が分かってるというのです！
ＢＣＥＦＧＨＩ　何が分かってるんだ？！（何が分かってるのよ？）
旅人　　　春野香が何故、人間は腐ってると言い、
時計屋１２　何故、人間世界なんか帰りたくないと言い、
旅人・時計屋１２　何故、思わず人形になってしまったか！と、いうことをです。
助手１２　で～す。
人形Ａ　　ホントに？
旅人・時計屋１２　ホントにです！
人形Ａ　　は、ははははは・・。おもしろい！
ＪＡ以外人形　えっ？
人形Ａ　　じゃ、解説してもらいましょう！
ＪＡ以外人形　あぁ、
人形Ｄ　　そう、僕たちにもちゃんと分かるようにですよ！
旅人・時計屋１２　おやすいご用です！（時計屋たち、台に上がる）
人形たち　ホントに？
旅人　　　もちろんです！じゃ、とりあえず、過去を再現してもらいましょうか。
Ａ以外の人形　えっ？
人形Ａ　　いいでしょう！いいだろみんな！
ＪＡ以外人形　あっ、はい！もちろんです！（正面を向き）僕らは、腐りきった人間どもを裁くために裁判を開いた！
人形Ａ　　さぁ、用意して！
ＪＡ以外人形　は～い！
「楽しめ裁判！」の音楽。人形たち、椅子を持って踊りながら登場する。旅人と時計屋たちは、台に上がり静観する感じに立つ。
人形たち　♪裁判だ！裁判だ！夢里裁判だ！
　裁判だ！裁判だ！裁判だー！
  と、裁判の態勢となり、ジェーンも春野香として、証人席へ立つ。
Ｊ以外人形　僕らが、腐りきった人間どもを極刑に！と、裁定を下そうとしたとき！
人形Ｊ　　待って！人間の中にももっといい人たちがいるかも！
Ｊ以外人形　と、人間どもを弁護した春野香。当然、裁判は、その春野香を裁く裁判になり、僕らが出した結論は、１つ！春野香が人形になること！春野香は、人形になります！という宣言の途中で躊躇する。だから、チョップが叱咤する！
人形Ｄ　　香さん、あなたは人間世界にとどまりたのですか？あなたがあんなに苦しんだ人間世界に！
人形Ｊ　　そう！私、人間世界なんか帰りたくない。帰るもんですか。私、春野香は、人形になります！
ＪＡＧ以外人形　ワー！（飛び上がっての歓声）
人形Ａ　　（トン）よし！これで決まりだ！春野香は、今から夢里人形館の人形、ジェーンとなります。
ＪＡＧ以外人形　ワー！（飛び上がっての歓声。すぐに正面を向き）
Ｊ以外人形　ほら、春野香が人形になったのは、自分の意志であり、当然の成り行きでもあった。
旅人　　　確かに。しかし、春野香が、人間を弁護したのは何故なのか？
時計屋１２　それは、夢里裁判以前に問題があったと思うのです！
人形Ａ　　じゃ、裁判になる前を再現しよう！
Ａ以外人形　は～い！
  「腐ってる！」のイントロで、裁判の椅子など片付けて、歌い踊る。
人形Ａ　　これはひどい腐ってますね！
人形ＢＩ　腐ってる！
人形ＥＦ　腐ってるわ！
人形ＣＤ　腐ってますね！
人形ＦＧ　腐っちゃってます！
人形たち　♪くくくくくく腐ってる！
  明日のためにと　今日をごまかし
  おまえのためにと　人をあやつる
  くくくくくー、腐ってる！
  と、ポーズが決まり、照明が元に戻ると、人形たち、正面向きになり
人形たち　と、僕らは人間どもが腐ってることを確認した。
旅人・時計屋１２　それは何故です！
Ｊ以外の人形　春野香が、家族や友達の実態を語ったからだ。
人形Ｊ　　はい。
旅人・時計屋１２　では、それを再現してもらいましょう！
助手１２　もらいましょう～！
人形Ａ　　では。
ＡＪ以外人形　はい。
Ｊ以外人形　春野香が語った家族の実態はこうだった。
「かごめかごめ」の歌を歌いながら、家族の場面になる。
香と妹が座って食事している感じである。母が出てくる。
母　　　　香さん。なんです。その食べ方は。
香　　　　ごちそうさま（立って行こうとする）
母　　　　ちょっとお待ちなさい。まだ半分も食べてないじゃありませんか。
香　　　　あなたの声を聞くだけで、食事という気分じゃなくなるわね。
母　　　　またそんな勝手なこと言って、お母さんはね、あなたにお食事を作法通りにちゃんとして欲しいだけなのよ。いつも言ってるでしょう。将来困る時が来るんですよ。あなたみたいにめちゃめちゃなことをやってると・・・
香　　　　止めて！もうたくさん！何もかも聞き飽きたの！とにかくあなたが言う、お茶碗や箸の持ち方、使い方、運び方から順序から、何もかも聞き飽きたの、私がわざとやってるのがまだ分からないの！
母　　　　聞き飽きた？だったらちゃんとやりなさい。さやかはちゃんとやってるでしょ。（香、行こうとする）
母　　　　ちょっとお待ちなさい。聞きたいことがあります。
香　　　　まだ何かあるの？毎朝、毎朝よく言うことがあるわね。
母　　　　香さん、あなた最近、小林さんや梶原さん、小沢さんとは付き合ってないというじゃありませんか、どうしたんです？それから、日野さんとかいうガラの悪い子と付き合ってるっていうじゃありませんか。どうなんです？！
香　　　　誰と付き合おうと私の勝手でしょ！
母　　　　いいえ、お母さんが言ったでしょ。あなたくらいの年頃ではお友達は大切なんです。だからお母さんは、あなたに適した小林さん、梶原さん、小沢さん・・
香　　　　うるさいな！あなたの紹介する人はのっぺらぼうでおもしろくない人なの！
母　　　　なんですか、そのあなたというのは！
妹　　　　お母様。ごちそうさま。
母　　　　はい。
妹　　　　もう時間ですよ。お父様の方はいいの？
母　　　　あっ、そうね。香さん、いいわね。あなたには私が選んだお友達がいるのよ。何か不満があるなら私におしゃい、何とかしてあげます。
香　　　　私の友達は私が選ぶって言ってるでしょ！
母　　　　まだ分からないの？お母さんはあなたのことを思えばこそ、あなたの将来を考えればこそ言ってるのよ！
香　　　　違うでしょ！あなたは私を自分の思い通りにしたいだけ！もうかまわないで！私は私の考え通りやるんだから！
母　　　　あなたの考え通り？今のあなたに何が考えられるっていうですか！
妹　　　　お母様！お父様、遅れちゃうわよ！
母　　　　あっ。（行きかけて）香さん、学校から帰ったらゆっくり話しましょう。
　母、去る。妹、それを確かめる。
妹　　　　お姉ちゃん、ヨーリョー悪いよ！ママの言う事なんて適当に聞いてりゃいいのよ！何事もふりをするって大切よ。言うことを聞くふり、勉強するふり、それをムキになって。
香　　　　さやか！おまえなんてことを！
妹　　　　だって、ムキになった手て何も得しやしないわよ。姉ちゃん最近ちょっと変よ。入試も近いっていうのに勉強もしないで考え事ばっかりしちゃって、大丈夫？
香　　　　おまえには関係ないでしょ！
妹　　　　関係あるわよ！お姉ちゃん高校落ちたりすると、私、友達に会わせる顔ないのよ。お姉ちゃん頭いいことになってんだから！
香　　　　さやか！お前どうしていつもそうなの？！周りのことばっかり気にして！
妹　　　　あら、だってカッコ悪いでしょ、お姉ちゃんだって高校落ちたりすると・・
香　　　　カッコいい、悪いじゃないでしょ！そんなことは！
妹　　　　あっ！もう遅れちゃう。私、ほんとに心配してんだ。ほんと、がんばってね。かわいい妹のためだと思ってさ。
　妹、駆け去る。香、何か言おうとするが止める。「かごめかごめ」の後奏のみ。
Ｊ以外人形　これが、春野香が語った家族の実態。
旅人　　　やはりそうか。
人形Ａ　　と、言うと。
旅人　　　香の妹さやかが見た実態とはだいぶ違います。
人形たち　えっ？
旅人　　　妹さやかが見た家族の実態はこうでした。
「かごめかごめ」の歌を歌いながら、再び家族の場面になる。
同じように、香と妹が座って食事している感じで、母が出て来ている状態。内容はほぼ同じだが、途中からで母親の口調はさっきとだいぶ違う。
香　　　　何もかも聞き飽きたの！私がわざとやってるのがまだ分からないの！
母　　　　聞き飽きた？だったらちゃんとやりなさい。さやかはちゃんとやってるでしょ。
香　　　　（香、行こうとする）
母　　　　あっ、香さんちょっと待って。聞きたいことがあるのよ。
香　　　　まだ何かあるの？毎朝、毎朝よく言うことがあるわね。
母　　　　香さん、あなた最近、小林さんや梶原さんと付き合ってないの？
香　　　　えっ？
母　　　　昨日、梶原さんから香さんどうしてますって電話があって、
香　　　　めぐみから？
母　　　　お母さまの方よ。めぐみちゃんが香さんのことで悩んでるって、どうしたの？
香　　　　別に。
母　　　　別にってことはないでしょう。梶原さんや小林さんは小学校の頃からのお友達だし、家族ぐるみの付き合いなんですから。
香　　　　だからいいのよ！
母　　　　よくありません。梶原さんや小林さんみたいな信頼できる友達なんてそう簡単にはできないのよ！このまま離れてしまっていいの？おかあさんはね・・・
香　　　　私の友達は私が選ぶの！
母　　　　それは、日野さんとかいう子？
香　　　　えっ？誰に聞いたの？！
母　　　　その子と一緒に遊んでて、文化祭のクラスの仕事に協力しないって聞いただけよ。いいの？そんなことで。
香　　　　だ、誰と遊ぼうと私の勝手でしょ！
母　　　　そういう問題じゃないでしょう！香さん、あなたどうしちゃったの？そんな子じゃなかったはずよ！
妹　　　　お母様。ごちそうさま。
母　　　　はい。
妹　　　　もう時間ですよ。お父様の方はいいの？
母　　　　あっ、そうね。香さん、いいわね。梶原さんとはちゃんと話をするのよ。あなたくらいの年頃のお友達は大切なんですからね。分かったわね。
香　　　　うるさいな！私は私で考えてるの！その通りやってるだけよ！
母　　　　・・何意地張ってるのか知らないけど、冷静になってちゃんと考えなさいよ！
香　　　　だから考えてるって言ってるでしょ！もういちいち指図しないで！
母　　　　指図してるわけじゃないでしょ！お母さんはあなたのことを思えばこそ・・
香　　　　違うでしょ！あなたは私を自分の思い通りにしたいだけ！私は私の考え通りやるって言ってるでしょ！
母　　　　あなたの考え通り？じゃ、聞かせてちょうだい、それはどんな考えなの？
妹　　　　お母様！お父様遅れちゃうわよ！
母　　　　あっ。（行きかけて）香さん、学校から帰ったらゆっくり話しましょう。
　母、去る。妹、それを確かめるように追いかけていく。
  「かごめかごめ」を歌いながら、裁判の場面の態勢にもどる。
旅人　　　これが、妹さやかが見た、春野香と母の実態です。
人形Ａ　　確かに、春野香が語った実態とは、似てるようでだいぶ違う。
ＢＣＤＥＧ　そうだね。
ＦＨＩ　　そうかなー。（そうかー？）
人形Ａ　　しかし、その妹さやか見たという実態の方が真実の姿かどうか分からないでしょう！
人形Ｄ　　そう！香さんの話の方が真実の姿かもしれないでしょう！
ＢＣＥＦＨＩ　そうだ、そうだ！
人形Ｂ　　それに、お前がさやかの話を正確に伝えてるかどうかだってあやしいだろう！
ＣＤＥＦＨＩ　そう、そう！
人形Ｇ　　ど、どうなのジェーン。
人形Ａ　　そう、どうなんでしょう、ジェーン。
人形Ｊ　　今の話はうそよ。さやかがそんな話をするわけないわ！
人形Ｄ　　そうでしょう！そうでしょうとも・・
旅人　　　違うでしょ、お姉ちゃん。
人形全　　えっ？
旅人　　　私が言ってる方が、真実でしょう？
人形Ｊ　　誰？まさか・・
旅人　　　そう、そのまさかのさやかよ。（帽子を取ると女性である）
人形全　　えっ？
ＢＣＤＥＦＨＩ　え～！
ＢＩＤ　　女の子か？
ＥＨ　　　女の子よね。
人形Ｊ　　うそ！さやかはまだ・・えっ、４年？
旅人　　　そうよ。あれから４年経ったさやかだよ、お姉ちゃん。（台から降りて来る）
人形Ｊ　　えっ？ほんとに？
旅人　　　そうよ、サーヤだよ、カオちゃん。
人形Ｊ　　えっ？カオちゃん？ほんとにさやかなのね！
Ｊ以外人形　えーっ？！さやか？
人形Ｃ　　あの妹の？
ＥＨ　　　そうだね。
旅人　　　そうだよ。香姉さん。やっと見つけたんだよ。（手を取り合う）
人形Ｊ　　さやか。
時計屋１２　そう、やっと見つけたのよ。（と、帽子を取る）
人形全　　えっ？（と、今度は時計屋たちを見る）
人形Ｊ　　誰？
時計屋１　めぐみよ、春野さん。
人形Ｊ　　えっ？めぐみ？えっ？梶原さん？
Ｊ以外人形　え、えっー？！
時計屋１　そう。それと、（台から降りてくる）
時計屋２　由佳よ、小林由佳。
人形Ｊ　　えっ？小林さん？
時計屋２　そうよ。（台から降りてくる）
Ｊ以外人形　えっー？
人形Ｄ　　さっきの話に出てきた友達の？
Ｊ以外人形　え、えっー？！
人形Ｅ　　じゃ、時計屋さんじゃないの？
時計屋１２　いいえ、時計屋です
時計屋１　私たちは、ジェーンすなわち香の止まった時を動かすための修理屋なのです。
時計屋２　それは、私たちしかできないと思ってるのです！
時計屋Ｊ　そのためにここに？
旅人・時計屋１２　そうよ。
Ｂ～Ｉ　　え～っ？
人形Ｆ　　どういうこと？
人形Ｂ　　そう！どういうことだ？！
人形Ｉ　　なー！
人形Ｃ　　なんか変だよねー！
ＥＨＧ　　ねー！
人形Ｅ　　メチャメチャじゃない。
人形Ｄ　　確かにおかしい！香さんの話から生まれた者が、香さんを修理するって変でしょう？！
ＡＤＪ以外人形　そうだそうだ！
  と、ワイワイになる。
人形Ａ　　（トン）静粛に！（人形たち、奥の方に椅子を移動させて席に着く）確かに一見メチャメチャで、みんな混乱している。（楽しげに）こんな時は例の通り！改めて夢里裁判所を開廷しましょう！
他人形　　（楽しげに）は～い！
人形Ａ　　じゃ、新たな夢里裁判所を用意して！
他全　　　（楽しげに）は～い！
♪裁判だ　裁判だ　夢里裁判だ　裁判だ～。
（用意出来ると「早くやれー」などのヤジ）
人形Ａ　　（トン）静粛に！（トントントントン）静粛にって言ってんだろ！それでは開廷します。とりあえず、何がメチャメチャなのかはっきりさせましょう！検事チョップ！
人形Ｄ　　はい！
　 人形みんな、拍手と歓声。
人形Ｄ　　この人形館の機械仕掛けの扉を開けた時計屋さんたち、この人たちを認めますか？認めませんか？
ＪＡＤ以外人形　えっ？認めまーす！
人形Ｄ　　新しい音を持ち込み、ここにはなかった振り付けで、僕らにエネルギーを与え、僕らを起こした振り付け師さん、この人はどうでしょう？
ＪＡＤ以外人形　もちろん認めまーす！
人形Ｄ　　じゃ、その振り付け師さんが、ジェーン、すなわち春野香の話に登場した妹である。これはどうです？
ＪＡＤ以外人形　認めないよ、そんなの！
人形Ｅ　　第一そんなの分かんないよね－！
ＪＡＤ以外人形　そう！分からないよ ！（分からねぇよ！）
人形Ｄ　　じゃ、その話に登場した友達は？
ＪＡＤ以外人形　当然、認めない！
人形Ｄ　　この存在を認めることが出来ない者が、ジェーンすなわち春野香の止まった時を、直し、動かすなんて不可能でしょう！そこがメチャメチャもいいとこなのです！
ＪＡＤ以外人形　そうそう！まったくだ！
人形Ｄ　　春野香の妹と称する振り付け師、及び友達と称する時計屋の発言が欲しいと思います！
人形Ａ　　（トン）（Ｄ座る）いいでしょう。振り付け師及び、時計屋両名、検事の質問に答えなさい。
旅人　　　香姉さんの話に出てきた妹及び友達が、実際に現れるのを考えられないのは、あなた方に過去がないからです！
Ｊ以外人形　えっ？過去がないから？
時計屋１２　そうです。
時計屋１　午前０時の鐘の合図で目覚め、朝が来ると眠り、昨日のことは忘れ、明日のことは考えないで、今だけを楽しみたい。
時計屋２　あなた方はそれを、自由！と称してますが、そんな自由を求め、人形になったあなた方には過去がない。
旅人　　　でも、ジェーン、すなわち、香姉さんは違う。そんな自由を拒否し、人形になることを拒否したんです。だから、昨日のことを忘れないように・・時を止めたのです！
時計屋１　だから、あなた方にもそれからの記憶、香さんがここに来た日からの記憶が残ってるはずです。
Ｊ以外人形　えっ？・・「そういえば。」「確かに。」（など）
時計屋２　その時を止めた地域が少しずつ広がって、私たちに、この人形館の存在を、知らせたのです。
旅人　　　それは、香姉さんが私たちに発した、「私はここにいるわ！」、という無言のメッセージだと思うのです！
Ｊ以外人形　えーっ？・・「そうか？」「そうなの？」Ｇ「そ、そうなんだよね・・」（など）
人形Ａ　　（トン）確かに、そうかもしれない。
Ｊ以外人形　えっ？
人形Ａ　　そうでないかもしれない。
Ｊ以外人形　「そうだよね。」「そうそう」など
人形Ａ　　この場合、そのどっちが真実なのかを知ってるのは、ジェーンだ。（ジェーンに向かい）どうなんです？ジェーン。
人形Ｊ　　思い出しましたその時のこと・・。
Ｊ以外人形　えっ？
人形Ａ　　今、なんと言ったんです？
人形Ｊ　　思ったんです、もどりたい、と・・。
Ｊ以外人形　えっ？もどりたい？
人形Ｊ　　そう！もどりたいと思ったんです！私は、あの朝、「あぁ、人形になってしまうんだ！」と思った瞬間から、人間にもどりたいと思って、このまま人形になってしまって１日経つと、もうもどれなくなると思って、夜よ来ないで！って思って・・。
人形Ａ　　気がついたら、それから４年たった、今日だったと言うのですね。
人形Ｊ　　はい。私は、このさやかが語ったように、朝から機嫌が悪く、ふてくされていたら親とけんかになり、飛び出すよう家を出たのです。でも、学校にも行く気になれず、家にも帰りたくなく、ここまで来てしまったのです。
他全　　　それは？
人形Ｊ　　・・その原因は、その一週間前、文化祭のクラスの企画を決めるクラス会議があり、私が出した案と、小林さんが出した案が決選投票になり、数票の差で小林さんの案がクラス企画となり、私の案はボツになったのです。その時、梶原さんは、小林さんの案に手を挙げてたんです。だから・・。
他全　　　だから？
人形Ｊ　　だから私は、小林さんや、梶原さんが私を無視したんだ、と思って。
梶原・小林　それは、ちが・・。
Ｊ以外全員　思って？
人形Ｊ　　ふてくされて、クラス企画の準備にも参加せず、いつもそんな時、仕事をさぼってる日野さんと一緒に遊んでたんです。
他全　　　だからそれは？
人形Ｊ　　そう。そうです。私が悪いんです！私がわたしのわがままでこうなってしまったんです！・・ご、ごめんなさい！みんな！
と、ジェーンが叫ぶと、同時に、音楽。照明は、ジェーンへのスポットとＳＳ、ホリゾントのみとなり、みんなは、前向きで語る。
Ｊ以外全　その言葉のためにこの『人形館』は存在し、その言葉を君が発したとき、この「時が止まった『人形館』」は終る。
言い終わると、机、椅子、人形台に張ってあったパネルを持ち去る。
　同時に、下げられていた「夢里人形館」という文字もなくなる
香　　　　えっ？
と、ジェーン役だった野原香織が顔をあげると、そこは演劇部がいつも稽古に使ってる空間。
香織　　　えっ、人形館は？
旅人役だった部長の竹田容子が普通の練習着で現れ、ストレッチを始める。
竹田　　　早いね、香織。
香織　　　さやか・・。
竹田　　　えっ？・・さやかってあの妹のさやか？
香織　　　そう、私を探しに来てくれたね。
竹田　　　何？それ。
香織　　　ありがとう、さやか。見つけてくれて。
竹田　　　えっ？ほんと、何よ。
そこに、時計屋役だった倉持律子と宮島絵美が練習着で現れ、ストレッチを始める。
倉持　　　早いね２人とも。
宮島　　　３年生ばっかだね。
香織　　　ありがとね、時計屋さん。
倉持・宮路　えっ？
宮島　　　何？
倉持　　　どうかしたの香織。
香織　　　確か、時計屋さんの名前がチックとタックでその助手の名前が・・。
倉持・宮島　カッチとコッチか？
香織　　　ほら、やっぱり知ってる。
宮島　　　違う、違う。
倉持　　　チックタックときたらカッチコッチよね。
宮島　　　そう、そう。
香織　　　だからそれって、いい加減なネーミングよね。
そこに助手役だった田内文子と高田輝子入って来て、ストレッチを始める。
田内　　　先輩たち早いですね。
高田　　　早起き時計ですか？
香織　　　あー、それよね、チックタックチックタックボーンボーンよね。じゃ、カッチコッチは？
田内　　　それゲームですよ。カッチコッチな森っていう。
香織　　　あぁ、そうなの。ほら、やっぱり、あの時計屋さんとあの助手は存在したんだ。協力ありがとうね。
田内・高田　えっ？
田内　　　何の話ですか？
高田　　　ですよね。
田内　　　部長、野原先輩何かあったんですか？
竹田　　　知らないけど、何かいいことあったんじゃない。
田内・高田　はい～っ。それは良かったですね。
そこに人形ＡＣＥＦＧＨ役だった２年部員（芝崎、大塚、郷田、平井、富沢、和田）が入って来て、ストレッチを始める。また、会話の最中に人形ＢＤＩ役だった男子部員（堀内、高島、青山）と母役の清田も入ってきてストレッチを始める。
郷田　　　何かいいことあったんですか？
他４人　　「えっ？何？」「何かあったって？」「何のこと？」など
田内　　　野原先輩が何かいいことあったみたいよ。
５人　　　えっ？何？何？
芝崎　　　野原先輩、何があったんですか？
香織　　　聞きたい？
他全　　　「聞きたいでーす。」「聞きたい聞きたい。」
香織　　　私、今日、家に帰ったら、あやまります。
大塚・郷田・平井・和田　えっ？（３年部員と芝崎、富沢は拍手）
大塚　　　誰にですか？
宮島　　　お母さんに決まってるでしょ！
柴崎・富沢　ねー。（とお互いの顔を見て頷く）
平井　　　えっ？野原先輩、お母さんとけんかしてたんですか？
高島　　　おいおい、見え透いたこと聞くなよなー。
堀内・青山　ですよねー。
柴崎　　　男子、うるさい。
竹田　　　そうよ香織、意地張って人形になってしまうよりいいもんね。
香織　　　うん。あっ！やっぱり「時が止まった人形館」やってくれたんだ。
竹田　　　それは知らない。（そっぽを向き、ストレッチ）
他３年　　そう、知らない。（そっぽを向きストレッチ）
他部員　　はい。「知りません。」「知らないよね－。」（などでそっぽを向きストレッチ）
香織　　　知らないなら知らないでいいけど、私、野原香織はホントに嬉しいんです！
他部員　　えっ？「何が？」「何がです」（香織を向く）
香織　　　みんな、私の止まった時間に付き合ってくれたでしょう。
他部員　　えっ？「何それ？」「何ですかそれ？」
香織　　　あのさ、今、もう５時をとっくに回ってるんだよ。こんな時間になってパラパラとやっと集まって、ストレッチを始めるって言うの？この部活は。
香織が、後を見ると、他部員は、急にストレッチを始める。
倉持　　　そんな時だってあるよ、ねー。
他部員　　うん。「あります。」「あるよねー。」など
香織　　　・・まぁ、いいけど、みんなは、時が止まった人形館で、私を見つけてくれたけど、私だってみんなを見つけた！と思う。
他部員、香織を見る。
他部員　　うん。「当たり前だよね。」「そうじゃなくちゃね。」「そう思います。」など
香織　　　だから、またここから出発する劇をみんなで作ろう！
１２年部員　はい。
竹田　　　そうだね。
宮島　　　じゃ、今から新作？
倉持　　　間に合う？
竹田　　　だいじょうぶよ。あと２ヶ月近くはあるし、みんなもその方がはりきるでしょ？
  音楽。（ラストの歌・踊り曲のイントロ）
倉持・宮島　そうだね。
他部員　　はい！「がんばります！」「がんばりますよ！」「その方がいいでーす！」など
といいながら、部員たち、香織が座っていた椅子、机を片付け、踊りの隊形に並ぶ。
全　　　　こうして、僕らは、「人形館」という劇から出発し、新しい物語作りを開始した。この仲間と一緒に、僕らの同じ思いを劇にするために。
  全員、「君と」を歌いながら踊る。
全　　　　♪糸を切れ　糸を切れ
　幕を上げろ　幕を上げろ
　僕らの時間だ
　時計よ止まれ　明日よ来るな
　大きな夢の中で　同じ夢を　見るように
　同じ思いを　持った君を見つけた
　そんな君と　ひとつのものを　作り続けたい
　だから
　ぼくらのこの手　この足　自由に　動け
歌・踊り終わりのポーズで、人物群、一瞬シルエットになり、照明カットアウト。
　　　　　　――幕――
【作者の言葉】
『時が止まった「人形館」で』は構想が二転三転してできた劇です。 
　この劇は、２０１１年の秋公演のために駒込中演劇部のメンバーと一緒に作った劇です。。この何年か、さんざん構想を出し合った夏休み活動前半終わりに、「決定的な構想がないので、とりあえずコンセプトを決めよう」となってしまってたので、「コンセプトを始めに決めよう」となり、コンセプトとは言えないような「時を題材にしよう」という構想の基本が決まった。２０編くらいの構想の中で絞られたのは、「時が止まってしまった少女が旅をする中で自分の忘れていた過去（家族の事故による死）を思い出し、時を取り戻し、そこからまた出発する」というものだ。いろいろ補足的な構想が出るのだが、内容がパターンで単純だから少女と旅人以外台詞をしゃべるキャラクターが設定できない。そこで出したのが『場を「人形館」にしたらキャラクターがすでにできているからこの構想が生かせる』という案。新歓公演でフルメンバーの「人形館」をやったメンバー、観たメンバーだからそのキャラはよく分かっている。その線でいいことになり、「人形館」以外のキャラを設定する。要するに「人形館」へ外部から訪ねて来て、時が止まった「人形館」の時を動かし、春野香を助ける役だ。元々いた旅人に加え時計屋さんとその助手。メンバーの数だけ役を設定できたので、改めて劇を構成していく。ラストをみんなで考える。「夢落ちじゃねー」「一瞬で人形館じゃなくなるのがいい」などの意見の中で、「人形館」を稽古している演劇部が舞台になり、春野香役の野原香織が主人公の劇と変わっていく。と、基本構想か何回か様相を変えながらできた劇です。更に、生徒発表会で上演した脚本のラスト書き直し、区大会で上演したこの脚本になったのです。だから、２０１１年駒中演劇部メンバー全員の知と汗の結晶としての劇といえます。
